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小学校における理想的な異文化理解教育の実践について
-外面的文化要素の観点から-
瀬田 幸人
本稿は,まず,異文化理解と国際理解の区別を明確にするために,異文化理解の概念につ
いて論じ,｢異文化理解の中心的概念要素｣として 4つの項目を提案する｡ さらに,異文化
理解教育の実践における視点として,目標の設定と目標の実践順序を取 り上げ,異文化理解
の中心的概念要素の実践および実践に必要な資質 ･能力の育成を異文化理解教育の目標とし
て設定し,理想的な実践を行うための実践順序を提案する｡ 最後に,小学校における代表的
な実践例のいくつかを取り上げて論じた後,異文化理解教育の理想的な実践試案の概要を提
示する｡ 
Keywords:国際理解,異文化理解,小学校における異文化理解教育の実践 
0.はじめに ら,本稿では瀬田 (2007)の提案に沿って,国際理
国際化の進展と共に地球のボーダレス化が進み, 解と異文化理解は同義ではなく,異文化理解を国際
異文化の人々や異文化を背景に持つ人々との接触が 理解の重要な一分野として位置づけるという立場を
日常的となり,学校教育においても国際理解教育や 取る｡ 以下,この点について少し詳しく見ておくこ
異文化理解教育の必要性が声高に叫ばれてから10 とにする｡
年以上が経過している｡ その間,｢異文化理解｣と まず,国際理解については,国際連合の専門機関
の明確な区別もなく,｢国際理解｣という名の下に として 1946年に発足したユネスコ (UNESCO)に
様々な実践が提案され試みられてきた｡地球の急速 よって示された ｢国際理解のための教育｣(1947)
なグローバル化の動きに呼応して国際理解教育の必 を始めとして様々な提案がなされてきた｡とりわけ, 
要性がますます高まりを見せている現状において, 1974年の ｢国際理解 ,国際協力及び国際平和のた
異文化理解の概念を明確にし,学校教育における異 めの教育並びに人権及び基本的自由についての教育
文化理解の位置づけと役割について再確認すること に関する勧告｣以降,日本の学校教育において国際
は,異文化理解教育のみならず国際理解教育の充実 理解教育が重要な課題として取 り組まれてきた｡国
と発展のためにも非常に意義深いと思われる｡ 際理解教育に関するユネスコの方向性は,日本ユネ
本稿では,異文化理解と国際理解を明確に区別し スコ国内委員会編の 『国際理解教育の手引き』 
た上で,小学校における異文化理解教育の実践につ (1982)に見られる下の(1)の 5項目の国際理解教育
いて,外面的文化要素の観点から論じる｡ の目標に示されている｡ 
(1) a.平和な人間の育成 
1.匡l際理解教育と異文化理解教育の関係 b.人権意識の滴養 
本節では,国際理解教育と異文化理解教育の関係 C.自国認識と国民的自覚の滴養 
について明確にする｡ 国際理解教育について論じて d.他国 ･他民族 ･他文化の理解の増進 
いる文献の中には,国際理解と異文化理解を同義の e.国際的相互依存関係と世界の重要課題の
ものと捉えているものも散見される｡ 1'しかしなが 認識に基づく世界連帯意識の育成
岡山大学教育学部英語教育講座 700-8530 岡山市津島中 3-I-I 
0nth daPatc fdcto oCosCutrLnesadn nElmetr col Fo h e onoeJelrcieoEuainfr rsI luaUdrtnigi e nayShos:rmteViwpitf 
OutadCulureEe nsw r t lmet
YukitoSETA 
Deat noEgihLnugTahn,aut f dcto, aa U iest,- ssi -aaOkymaprmetfnls agae ecigFclyoEuainOkyma nvriy3IllTuhmank, aa
700-8530. 
-109-
瀬田 華人
学校教育現場からの提案としては,例えば,三浦 て生き生きと生活することができるように(6)のよ
(編)( 4:22991 )は,小学校段階における32- "国 うな資質や能力を身につけることであると述べられ
際理解教育のねらい"として,下の (2)を設定し, ている｡ 
具体目標として(3)の4つを提案している｡ 
英語や英語圏にとどまらず,さまざまな
(2) 人権尊重の教育を基盤として,世界中の人々 言葉や文化に対する興味 ･関心を高める｡ 
a.(6)
とともに幸せな生活を送ることのできる豊か b.
これから先の国際社会において,世界の
な心を育成すること｡ すなわち,異質なもの なかで,子どもが生き生きと生きていく
を異質なものとして認め,偏見や差別をする ための国際感覚を身に付ける｡2' 
ことなく,相手の立場を理解し,互いに尊重 外国語を使って,積極的にコミュニケー
し合い,相互理解に基づいた人間関係を培い, ションを図ろうとする態度を身に付ける｡ 
C.
ともに協力したり協調したりすることのでき d.やさしい英語を聞いたり,話したりして,
る人間形成にある｡ 互いにある程度の意思の疎通を図ること
) 異国文化理解 
また,『小学校英語活動実践の手引』 ( 1:1)002
a.
3
( のできるコミュニケーション能力を身に
b.
C.
d.
自国文化理解 付ける｡
自他の尊重 
コミュニケーション能力 ここで,上で示した国際理解についての提案を異
文化理解との関係という観点から見ておくことにす
る｡ まず,上記(1)に関しては, (1C)｢自国認識と
5では,"国際理解のねらい'として,第 1
(
期中央教
年 7月)の中に見られる国6991
国民的自覚の滴養｣と (1d)｢他国 ･他民族 ･他文
化の理解の増進｣,(2)では,｢世界中の人々ととも育審議会の答申 
際化に対応する教育を推進する上での 3つの留意点 に幸せな生活を送る｣という部分は多田 991( 7: 
(4a)-(4C)に基づいて(5)のように述べられている｡ 51-41 )の言う 
る国際理解の基本的な理念だと考えられるが,後続
"グローバルマインド'にも共通す
(4) 広い視野を持ち,異文化を理解するとと
もに,これを尊重する態度や異なる文化 差別をすることなく,相手の立場を理解し,互いに
を持った人々と共に生きていく資質や能 尊重し合い,相互理解に基づいた人間関係を培い,
力の育成を図ること｡ ともに協力したり協調したりする｣という箇所は
a. する ｢異質なものを異質なものとして認め,偏見や
b.
た,個人としての自己の確立を図ること と思われる また に関しては のすべ(),(3) (d)a～｡ ｡
国際理解のためにも,日本人として,ま
国際社会において,相手の立場を尊重し ての項目が,(4)の留意点に関しては, (4a)の ｢異
｢異文化理解｣という概念で捉えるべきものである
C.

つつ,自分の考えや意思を表現できる基
礎的な力を育成する観点から,外国語能
力の基礎や表現力等のコミュニケーショ
ン能力の育成を図ること｡ 
(5) 国際理解は異文化を知ることだけにとどまら
ず,異文化を知ることを通して自国の文化を
知り,さらに単に知識の習得だけを目的とす
るのではなく,行動する能力を習得すること
がねらいとされている｡ すなわち子どもが頭
だけで学ぶのではなく,体験的な学習や問題
解決的な学習などを多く取 り入れ,実践的な
能力や資質,また,態度を育成していくこと
が求められているのである｡
文化を理解するとともに,これを尊重する態度や異
なる文化を持った人々と共に生きていく｣という点
が,さらに(5)に関しては,｢異文化を知ることだけ
にとどまらず,異文化を知ることを通して自国の文
化を知り,さらに単に知識の習得だけを目的とする
のではなく,行動する能力を習得する｣という点が,
それぞれ ｢異文化理解｣という概念で捉えられるも
のであると考えられる｡
なお,(6)に関 しては,これらの資質 ･能力が 
"小学校における英語活動の実践"という観点を意
識して設定されたものであるため,既に見た (1)～ 
(5)の場合とは異なり,表面的には異文化理解的側
面を見つけ難い｡しかし,影浦 (編著)(上掲書 : 
)b6)では, ( の 
好奇心 
51-41 国`際感覚"の要素として①●
1
21)では,小学
校の ｢総合的な学習の時間｣における "国際理解の 感覚 
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-(編著)(1999:llさらに,影浦 )
)
ren
a

)

i i ltsorcah(
,③歴史
wa ess,④個の確立と尊重 
,⑤表現力 
)tyi icuros( ,②柔軟性 tyilibl iexf(
ねらい"として,子どもが新しい時代に自信を持っ tyid luaiividn( ivenexpr( ess ess)の 5つ 
小学校における理想的な異文化理解教育の実践について
が挙げられており,この内の "柔軟性"については, さて,前節で言及したユネスコの教育に関する勧
｢ものごとに対する考え方は,文化が異なれば,逮 告 (1974)では,国際的連帯と協力を推進するため
いがあるのは当然であり,その違いを自分の価値観 の主要な指導原則として 7項目が提案されており,
だけで判断するのではなく,その違いをあるがまま
に受け入れ,世界には自分の文化とは異なる文化が
あり,また,自分とは違った考え方をする人間がい
るということを実感することが大切である｣と説明
されている｡ この部分は正に異文化理解の重要な側
面だと言える｡
さて以上,｢国際理解｣という概念と ｢異文化理
解｣という概念との関係について,国際理解の中に
国際理解の根幹をなす重要な概念として異文化理解
が位置づけられるとする本稿の立場を明確にするた
めに,国際理解に関する提案の幾つかを見た｡次節
では,本稿の前提とする異文化理解教育の基本的立
場について,もう少し詳しく論じておくことにする｡ 
その中の一つに下の(があるが,これは異文化理
解として扱うべきものと考えられる｡ 
(8) すべての民族並びに文化,文明,価値及び生
)
に対する理解と尊重 
(8)を考慮に入れ,さらに前節で論 じた国際理解 
(教育)の目標 ･ねらいとして提案された(1)-(6)か
ら異文化理解の概念として抽出できる主要な要素を
まとめると(9)のようになる｡3'本稿では,これら 4
項目を ｢異文化理解の中心的概念要素｣と呼ぶこと
にする｡ 
8
活様式 (国内民族及び他民族の文化を含む)
.異文化理解教育についての基本的立場 
. 1異文化理解の中心的概念22 異文化の知識理解 自文化の知識理解 (9) a.b.

C.
d.
相互の文化の容認と尊重 
異文化との共存 ･共生 
異文化理解の概念について論じる前に, ■`異文化"
における ●`文化"について触れておかねばならない
文`化"の定義に関しては,既に瀬田 
｡ 
(2004)で詳
9a( )のしく論じているため,ここでは瀬田 (同書 :103) 異`文化"については,広い意味で国や
の包括的な文化概念としての(7)の定義を下に引用 国以外の地域や民族の文化も含めて考えているが, 
9a( )および b9( )には,衣 ･食 ･住などに代表さしておくに留めるが,一つ明確にしておくべき点が
la.te れる外面文化 [目に見える文化]と価値観 ･価値指Hol
(2004:62-65
dai y (1999:23 dayi7-264)や Holある｡ 
向に代表される内面文化 [目に見えない文化]の二turelcu)では,"文化" ( )について 
種類の文化の知識理解が含まれるものとする｡ 4】lcu
らの説明がなされている｡
largmal "," ectures` "turelu という二つの視点か
9(argすなわち,l ec b)の自文化の知
は,(少数)民族集団,国家,あるいは西洋といっ 識理解が不可欠であり,その道も言える｡ 別の言い
9a( )の異文化の知識理解にはltuure
turelcuた単位の文化に対して,またsmal の方は, 方をすれば,異文化を理解するということは,同時
近所,家族,職場などあらゆる社会的グループの文 に自文化を理解することであり,また,自文化を理
解することによって異文化の理解が促進される｡ こlulargturelcu化に対して用いられるが,smal と ec-
9(9atureの違いは単に大きさというレベルの違いではな こで, ( )と b)を包括する上位概念として
く,パラダイムの違いだとされる｡ "文化"を民族 ｢文化の知識理解｣を設ければ,｢文化の知識理解｣
や国家の本質的な特性として,つまり"基準を示す" とは文化についての知識を習得することであり,認
知のレベルと考えられる｡ C9( )は,お互いの文化itvenor( ma )ものとして見倣す場合に 
itner
largec
という概念が,また,"文化"を 解`釈的" (
ltuure
を認めて受け入れ尊重するという態度であり,いわ
ば情緒的なレベルと考えられる｡ 自民族中心主義 
-
ivetpre )なものであり,"動的で相互作用的なプロ
h itnocenrs(te m)の弊害から文化に優劣をつけたり
偏見を生み出したりすることもこの態度と深く関係
rocivt tnerac
turel lcu
di ep
見倣す場合にsma という概念が用いられる
naセス'(ad mip一 ca ess)として
が,本稿では,後述するように,文化の共通点と相 すると思われる｡ d9( )は,異文化理解の最終段階
違点を意識した異文化理解の実践という考え方を採 の目標と考えられるが,これは国際理解の目標の一
つでもあると言える｡従って,異文化理解教育の最用するため,largeclutureという視点を前提として
いる｡ 終日標は,異なる文化的背景を持つ人々と共に生き
ていく資質や能力の育成ということに他ならない｡
(7) 文化とは,意識的にせよ無意識的にせよ社会 ちなみに,文部科学省の ｢初等中等教育における
の中で学習されるもの 国際教育推進検討会｣の報告書 (2005年 8月 3日) 
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の第 3章 ｢国際教育の充実のための具体的万策｣の 
1.｢学校教育活動における国際教育の充実｣の中
に ｢国際教育の基本的な理念 ･視点は,｢異なるも
のや異なることへの理解｣,｢多様性の受容｣,｢共生｣
などである｡｣という記述が見られるが,これら
｢異なるものや異なることへの理解｣,｢多様性の受
容｣,｢共生｣はいずれも,上で示した異文化理解の
中心的概念要素とほぼ同義であるのは注目に値する｡ 
2.2 学習指導要領における異文化理解教育
この節では,『小学校学習指導要領』 (平成 10年 
12月告示,平成 15年 12月一部改正)では異文化理
解はどのように扱われているのか確認しておくこと
にする｡ まず,教科については,｢国語｣では 〔第 
5学年及び第 6学年〕における教材選択の留意事項
について,下の (10)のような記載が見られる｡ 
(10a)は ｢自文化の知識理解｣と,また (lob)は
｢異文化の知識理解｣とそれぞれ関係している｡ 
(10) 国語 〔第5学年及び第 6学年〕 
a.我が国の文化と伝統に対する理解と愛情を
育てるのに役立つこと｡ (p1の 3の ().8 2の
ク) 
b.世界の風土や文化などに理解をもち,国際
協調の精神を養うのに役立つこと｡ (p,18の 
3の(2)のコ)
次に,｢社会｣については,〔第 3学年及び第 4学
年〕と 〔第 5学年〕では ｢内容｣と ｢内容の取扱い｣
に,また 〔第 6学年〕では ｢目標｣,｢内容｣,｢内容
の取扱い｣のそれぞれに異文化理解と深く関係する
記述が見られる｡ 
(l) 社会 〔第 3学年及び第 4学年〕 
a.地域の人々の生産や販売について,次のこ
とを見学したり調査したりして調べ,それ
らの仕事に携わっている人々の工夫を考え
るようにする｡ (.3 2)p2の 2の(
b.地域の人々の生産や販売に見られる仕事の
特色及び国内の他地域などとのかかわり｡ 
(p2の 2の(2).4 のイ) 
C.[b]については,国内の他地域だけではなく,
外国ともかかわりがあることに気付 くよう
配慮すること｡ その際,児童に無理のない
取扱いをすること｡ (p.25の 3の (1)の ィ ｡
下線は筆者による｡) 
(12) 社会 〔第 5学年〕 
a.我が国の産業の様子,産業と国民生活との
関連について理解できるようにし,我が国
の産業の発展に関心をもつようにする｡ 
(p.52の 1の(p2-6 1)  
b.様々な食料生産が国民の食生活を支えてい
ること,食料の中には外国から輸入してい
るものがあること｡ (p.26の 2の (1)のア｡
下線は筆者による｡) 
(1) 社会 第 6学年〕3 〔
a.日常生活における政治の働きと我が国の政
治の考え方及び我が国と関係の深い国の生
睦や国際社会における我が国の役割を理解
できるようにし,平和を願う日本人として
世界の国々の人々と共に生きていくことが
大切であることを自覚できるようにする｡ 
(p2の 1 2｡下線は筆者による｡.8 の() ) 
b.世界の中の日本の役割について,次のこと
を調査したり地図や資料などを活用したり
して調べ,外国の人々と共に生きていくた
めには異なる文化や習慣を理解し合うこと
が大切であること,世界平和の大切さと我
が国が世界において重要な役割を果たして
いることを考えるようにする｡(p2の 2の.9
(3)｡下線は筆者による｡) 
C.我が国と経済や文化などの面でつながりが
深い国の人々の生活の様子 (.9 3p2の 2の()
のア) 
d.[C]については,我が国とつながりが深い国
から数か国を取 り上げること｡ その際,そ
れらの中から児童が-か国を選択して調べ
るよう配慮し,様々な外国の文化を具体的
に理解できるようにするとともに,我が国
や諸外国の文化や伝統を尊重しようとする
態度を養うこと｡ (.1 3のア｡p3の 3の() 下
線は筆者による｡)
以上から,社会科における異文化理解教育は,外
国との係わりが登場する第 3学年以降 ((1C)参照)
を対象としており,基本的に第 3学年～第 5学年で
は ｢文化の知識理解｣を中心に,第 6学年では ｢相
互の文化の容認と尊重｣((13d)参照)と ｢異文化
との共存 ･共生｣((13a),(13b)参照)を中心に行
われるように計画されていることが分かる｡
続いて,｢道徳｣の場合について見ておく｡ 遺徳
の場合にも 〔第3学年及び第 4学年〕と 〔第5学年
及び第 6学年〕に異文化理解教育と関係する記述が
見られるが,いずれも§2.1で提案した中心的概念
要素で捉えることができる｡ すなわち, (14)は
｢文化の知識理解｣,また (15)は ｢相互の文化の容 
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認と尊重｣と考えられる｡ 
(14) 道徳 〔第 3学年及び第 4学年〕
我が国の文化と伝統に親しみ,国を愛する心
をもつとともに,外国の人々や文化に関心を
もつ ｡ p9 6)(.2の 4の(
(15) 遺徳 〔第 5学年及び第 6学年〕
外国の人々や文化を大切にする心をもち,冒
本人としての自覚をもって世界の人々と親善
p9に努める｡ (.4の 4の(8))
最後に,｢総合的な学習の時間｣における扱いに
ついて見ておく｡ ｢総合的な学習の時間｣について
の記載がある 『学習指導要領』の第 1章 ｢総則｣の
中には ｢異文化理解｣という表現は見当たらない｡
下の (16C),(16d)に見るように,｢国際理解｣(波
線は筆者による)として記載されている｡ しかしな
がら,既に§1で論じたように,異文化理解は,檎
造的に国際理解の中に組み入れられているため,国
際理解の中に異文化理解の概念要素が含まれてい
る｡ この点については, (16d)の ｢外国語に触れた
り,外国の生活や文化などに慣れ親しんだりする｣
という記述などからも容易に理解できよう｡ 
(61) 総合的な学習の時間 
a.総合的な学習の時間においては,各学校は,
地域や学校,児童の実態等に応 じて,横断
的 ･総合的な学習や児童の興味 ･関心等に
基づく学習など創意工夫を生かした教育活
動を行うものとする｡ (.p2の第 3の 1) 
b.総合的な学習の時間においては,次のよう
なねらいをもって指導を行うものとする｡ 
(p3の第 3の 2).
･自ら課題を見付け,自ら学び,自ら考え,
主体的に判断し,よりよく問題を解決する
資質や能力を育てること｡ (2の(1)
･学び方やものの考え方を身に付け,問題の
解決や探究活動に主体的,創造的に取り組
む態度を育て,自己の生き方を考えること
ができるようにすること｡ (2の(2))
･各教科,道徳及び特別活動で身に付けた知
識や技能等を相互に関連付け,学習や生活
において生かし,それらが総合的に働くよ
うにすること｡ (2の(3)) 
C.各学校においては, [a]及び [b]に示す趣旨
及びねらいを踏まえ,総合的な学習の時間
の目標及び内容を定め,例えば旦腹壁盤 ,
情報,環境,福祉 ･健康などの横断的 ･総
合的な課題,児童の興味 ･関心に基づく課
題,地域や学校の特色に応じた課題などに
ついて,学校の実態に応じた学習活動を行
うものとする｡ (p.3の第 3の 3｡ 下線は筆
者による｡) 
d.総合的な学習の時間の学習活動を行うに当
たっては,次の事項に配慮するものとする｡
･国際理解に関する学習の一環として外国語
会話等を行うときは,学校の実態等に応じ,
星室が外国語に触れたり,外国の生活や文
化などに慣れ親しんだりするなど小学校段
階にふさわしい体験的な学習が行われるよ
うにすること｡ (p.4の第 3の 6の(5)｡下線
は筆者による｡) 
3.異文化理解教育の実践 
3. 1異文化理解教育の実践における視点
異文化理解教育の実践に際しては,まず異文化理
解教育の目標の明確化が最優先されなければならな
い｡では,異文化理解教育の目標とは何であろうか｡
既に我々は §2.1において,異文化理解の中心的概
念要素として (a)異文化の知識理解, (b)自文化の
知識理解,(C)相互の文化の容認と尊重, (d)異文化
との共存 ･共生,の 4つの要素を提案したが,これ
ら4項目を実践したり,実践に必要な資質 ･能力を
育成したりすることが異文化理解教育の目標である
と考えたい｡すなわち,相手の文化と共に自分の文
化を理解し,お互いの文化をその違いと共に受け入
れ尊重する態度を養い,異なる文化を持つ人々と共
に暮らし共に生きていく資質 ･能力を育成すること
が異文化理解教育の目指すことと言える｡ ここで重
要なのは,これらの目標は個別にではなく段階的に
積み上げて達成されるべきものであると考えている
点である｡ ただ, (a)の ｢異文化の知識理解｣と 
(b)の ｢自文化の知識理解｣は,これらをまとめて 
§2.1で ｢文化の知識理解｣と呼んだように,一つ
の上位概念で捉えることができるため,｢異文化｣
と ｢自文化｣の知識理解の間には実践の順序付けは
ないものと考えることにする｡ 従って,異文化理解
教育の目標の実践順序としては次のようなものを提
案したい｡ 
(17) 異文化理解教育の目標実践順序
第1段階一 文化の知識理解 (異文化/自文
化の知識理解)
第 3段階一 異文化との共存 ･共生
この実践順序は,上で触れたように,段階的に実
ー 1 1 3 -
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践されることを示しているが,同時に異文化理解の 像することであると両者の違いを述べている｡ さら
レベルも表わすものとする｡ 別の言い方をすれば, に, mp については,すべての人は基本的に
小学校においては,低学年は第 1段階の ｢文化の知 類似しており,従って人の経験も類似しているとい
識理解｣の実践が,中学年は第 2段階の ｢相互の文 う前提に立つため,コミュニケーションにおいては
hy
ta
sy
a化の容認と尊重｣までの (つまり第 1段階と第 2段 誤解などの障壁を生むとしてこれを否定し,emp-
階の)実践が,そして高学年は第 3段階の ｢異文化 への移行の必要性を強調している｡hty Bennett(上
との共存 ･共生｣までの (つまり第 1段階,第 2段
階,第 3段階すべての)実践が行われることが理想
的であると考えられる｡
ここで,それぞれの段階について詳しく論じるこ
とにする｡ まず,第 1段階の ｢文化の知識理解｣の
実践については,｢自文化｣と ｢異文化｣の共通点
と相違点の両方に気づかせるような視点が特に重要
であると考える｡ この ｢気づき｣あるいは ｢発見｣
は,異文化だけを対象とするのではなく自文化との
比較によって初めて達成することが可能となると言
える｡ さらに,｢知識理解｣に関しては,単に ｢知
識として知る｣という段階に留まるのではなくて,
掲書 :2
 2
1
2
-9
0 hytahy
達の過程として 6つの段階6)を提案しているが,本
の重点項目を設定することにする｡ 
ら自文化を見る｡

等に見る｡

y
3稿ではこれらを部分的に参考にして次のような つ
)は から への発ta,smp emp
相手文化を容認し尊重するための重点項目(1)8
① 共通点の他に相違点があるものと考える｡
② 自文化との違いを意識しつつ相手文化か
③ 自文化と相手文化を同一線上に並べて対
③に関しては少し説明しておく必要がある｡ ③は佐藤 ･林 (編)( 8:5)の言う ｢9
9
1
 自分知｣の段
階にまで引き上げる必要がある｡ ｢自分知｣とは, 文化相対主義的な考え方に立脚するものであるが,
自分とのかかわりで実感をもって ｢わかる｣｣こと これに関連した加藤 ･浅沼 9
9
9
1
( )の指摘は重要で｢
ある｡ 加藤 ･浅沼 3
(同書 :2ト2)は,小学校の社
会科では,上記 (ll)-(13)のからも分かるように,
だとされている｡ ｢文化の知識理解｣の実践には,
子ども達に,様々な文化要素を単に知識として表層
的に理解させるのではなくて,自分自身との関係性
の中で理解させるようにすることが特に重要になっ
てくる｡
第 2段階の ｢相互の文化の容認と尊重｣の態度の
育成については,子ども達が文化的相違を文化に優
劣をつける判断基準としたり,異文化に対して偏見
や差別意識を持ったりすることを回避するように配
慮することが重要となる｡ ｢異文化を容認し尊重す
身近な家庭や学校から始まり,地域社会や都道府県,
日本,そして世界へと拡大していく ｢同心円的｣構
造を基礎に教育課程が構成されているが,｢同心円
的構造を取っている限り自己中心的な見方や考え方
から離脱することは難しい｣とし,｢いろいろな文
化や国を同じ地平の上に置いて,まさに横から見た
り,考えたりする発想｣である ｢クロス ･カルテュ
ラル｣な構造を取り入れるべきであると提案してい
8
1
(
がままに受け入れる｣ことであると考える｡ これに な視点と本質的には同じと言える｡
る｣とは ｢異文化を,その違いを含めて認め,ある る｡7､上の -③)は,このクロス ･カルテュラル
最後に,第 3段階の ｢異文化との共存 ･共生｣にsyBenne
"
hy
ta
e
関しては, tt( )の" mp
と "mp の区別についての議論を別の視点で見
3
1
2
-7
9
1
:8
9
9
1
 "hyta
ついて論じる｡ 佐藤 ･林 9
9
1
( 8:2)は,異文化
との共生に関して,A- ｢マジョリティーの文化｣,hytayBenn'ると参考になる｡5 etは,smp やemp
を人と直接に接するときの態度や振る舞い,つまり B-｢異なった文化/マイノリティーの文化｣とす
hyta
hytay
コミュニケーションの方略という観点から論じてい
彼はまず,smp
9a1
( )で表されるように,
マジョリティーの文化とマイノリティーの文化の両
れば,理想的には下の 
る｡ を ｢自分自身を相手の立
方とも変わる必要があるが,現実的には文化は国家l iacnivitgnaht"
personhertano
場に置く｣ ( ei epma go
sp
n
a
f loursevesi
))こと,emp という枠組みに制限されており,マジョリティーの' 1p.itonios "( 7
9
 -
文化をまったく異なったものに変えることはできな
いため, (19b)に示されるように異なった文化と接
htyを ｢知的および感情的に相手の経験に関与する｣ 
emodl lt necuaa
personhertno se
tneivi tgnaht"
i itpao
( ei eima
nina
-ici l tonapart
触することによってマジョリティーの文化 [受け入' ))7
02p.("ixperence 
れ側の文化]が変わる必要があると述べている｡hytayこととそれぞれ定義し,smp は相手と同じよ
うな状況では自分はどのように感じたり思ったりす
(9 .A+B-C1) ahytaるかを想像することであり,emp は相手の状況
では相手はどのように感じたり思ったりするかを想 b.A+B- A′
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佐藤 ･林 (上掲書)の提示するこれらの式は,分 あろうか｡本節では,いくつかの方法について概観
かりやすさという点ではよいかもしれないが,問題 することにする｡ 佐藤 ･林 
も多い｡まず,既に瀬田 (2007)で論 じたように,
文化は外面的なものも内面的なものも含めて様々な
文化要素から成り立っているため,文化を全体とし
て捉えA, Bと表現するのは単純化し過ぎであり正
確さに欠ける｡ また,ある文化の一つの文化要素が
変化したとしても必ずしもその文化全体が変化した
とは言えない場合もある｡ 例えば,日本の食べ物の
一つが外国の食べ物の影響で変化した場合,｢食べ
物｣という外面的文化要素の一つが変化したとは言
えても日本文化 (全体)が変化したとは言えない｡
)は,川
崎市総合教育センターで国際理解教育の関連で ｢授
業の型｣と名づけられた下の (21)に示される 6つ
の授業の型を紹介しているが,これらはいずれも異
文化理解教育の授業づくりと共通する点がある｡ 
事象 ･問題発見型 
問題解決型 
調査研究型 
体験学習型 
発表 ･表現型 
a.
b.
C.
d.
e.
f話し合い ･討論型.
(1998:31
 4
3
-
¢1
)
さらに, ( )はマジョリティーの文化の変化のみ
を意味するため,マイノリティーの文化の変化につ
いては扱うことができない｡そこで,ここでは異文
化との共存 ･共生を表す式として,仮にではあるが,
下の (20)のようなものを示しておくことにする｡ 
b9
1

(21a)は,身近な生活の中から ｢気づき｣や ｢発
見｣を促 し,行動に繋げていこうとする授業方法, 
(21b)は,｢何を,どう考え,どういう方法で,ど
のようにすればよいのか｣を判断し,解決していく
授業方法, (21C)は,自分の興味 ･関心のある課題()  A( 2a ∈fla a, 3
b,
lb b,a3,‥.n ))+B(∈f 2 ,a,,
を取り上げ,自分のやり方で問題の原因や自分の生.. )- A'Et10 l 2o
a3,"a'. n o
'a,raa(
ran 
)bn, '2ra r,a3o
活との関係などを調査研究することにより,｢自分)+B'()' rb,'orEtbl bl 2o
の考えを明らかにしたり,解決に向けて行動したり30
brb,′2
b ,… nob,
ノ
3
 ))′brn 
する｣授業方法, (21d)は,ある ｢ねらい｣を持っ
て体験を取 り入れる授業方法, (21e)は,学習したa
素の集合を表し l,flo 2o
a,
)は,それぞれ文化 ,文化 を構成する文化要A B
b,
において l 2,f(20)
' 
rb,
a,ra
'
a
born o ),tbl l 2o ,.. no'ran 
bn
a
3a an,…, 3
b,
b,),tbl 2, ,.., 
ことを基に ｢自分の考え方 ･感じ方や思いを,相手
にわかりやすく発表,表現することをねらう｣授業′2ra ノ3ra,a3o ,…, 
方法, (21f)は,｢自分たちの考えを深めるためのbrb,'2
br
 3o '3

′)は,それぞれ文化 A,文化 Bの文化要素の集 話し合い活動や問題解決のための討論活動｣によっbn 
7
1
31.
2
(
合の一つまたはそれ以上の成員が変化したことを表 て,｢学習をまとめたり,発展させたりすることを
すものとする｡ また,文化要素の集合の一つまたは ねらった｣授業方法とされている｡ 
の ( )の第1段階 :｢文化1)の中で, §それ以上の成員が変化した場合には,全体としての
文化はA′,B′として表す｡
さて, (20)の式で重要なのは, A- ｢受け入れ
側の文化｣ (すなわち自文化)とB-｢受け入れら
れる文化｣ (すなわち異文化)の両方が変化する場
合にのみ ｢共存 ･共生｣が成り立つと考えている点
の知識理解 (異文化/自文化の知識理解 )｣に適し
ているのは (a)｢事象 ･問題発見型｣, (C)｢調査研
究型｣,(d)｢体験学習型｣で,第 2段階 :｢相互の
文化の容認と尊重｣に適しているのは (d)｢体験学
習型｣と (e)｢発表 ･表現型｣で,第 3段階 :｢異
言い換えれば, Aのみ,または Bのみが変 文化との共存 ･共生｣に適しているのはである｡ f()｢話し
化する場合は真の意味での ｢共存 ･共生｣とは言え 合い ･討論型｣であると考えられる｡
9
9
1

a.
(
であってもマイノリティーであっても,一方の文化 際理解教育との関連ではあるが,学習のタイプとい
要素が他方の文化要素に組み込まれ,同化されてし う観点から授業の方法を下の (22)に見る 6つのタ
まう場合は ｢共存 ･共生｣ではないと考えている｡ イプにまとめている｡ 
この点については,次節で具体例を挙げながらもう
地理学習型 
ないのである｡ 受け入れ側の文化がマジョリティー 5:70-73)は,これも国また,水越 ･田中 
少し論じることにする｡ (2)

b.
C.
d.
e.
国際関係 ･問題学習型 
交流 ･体験活動型 
比較文化学習型 
人間尊重学習型/人権尊重学習型 
3.2 異文化理解教育の実践の方法
異文化理解教育を前節で論じた (17)の線に沿っ
て実践するためには,どのような授業方法が適切で
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f.コミュニケーション学習型
これらの中では, (22b)を除く 5つのタイプに異
文化理解教育と共通する点が見られるので,以下,
簡単に概観しておくことにする｡ (22a)は,｢世界
の国々の地形,気候,生活,習慣などについて,多
様な資料を活用した調べ学習を通して,具体的に学
んでいく｣学習タイプ, (22C)は,｢直接外国の人
を学校に招いて,異文化でのお祭 り,スポーツ,遊
び,敬,料理づくり,工作などを一緒に楽 しみなが
ら,異文化の特色を体で感じたり,外国の人々と協
力したり理解しようとする積極的な態度を身につけ
させることをならい｣とする授業タイプ,(22d)は,
｢文化の相対性に気づかせ,異文化間の比較検討を
通して,自文化中心主義的な考え方から脱却させる
ことをねらい｣とする学習タイプ, (22e)は,｢異
文化の摩擦や誤解のなかで苦しんでいる人々の様子
や,異文化の障壁を乗 り越えて国際的に活躍 した偉
人の業績について学ぶことによって,人類共通の人
権意識や人間尊重の態度を身につけさせることをね
らい｣とする学習タイプ, (22f)は,｢外国語を使
ったコミュニケーション能力を育成する｣ための学
習タイプとされている｡ 
(22)の中で, §3.1の (17)の第 1段階 : ｢文化
の知識理解 (異文化 ′/自文化の知識理解)｣に適し
ているのは主に (a)｢地理学習型｣と (C)｢交流 ･
体験活動型｣で,第 2段階 :｢相互の文化の容認と
尊重｣に適しているのは (C)｢交流 ･体験活動型｣, 
(d)｢比較文化学習型｣, (e)｢人間尊重学習型/人
権尊重学習型｣で,第 3段階 :｢異文化との共存 ･
共生｣に適しているのは (e)｢人間尊重学習型/人
権尊重学習型｣と (∫)｢コミュニケーション学習型｣
であると考えられる｡
さて,上記 (21)の 6つの型と (22)の (bを除
く) 5つのタイプに共通して言えることは,異文化
理解教育の一つの実践に一つの型あるいは一つのタ
イプが,いわば一対一に対応するのではなく,いく
つかの型あるいはタイプが組み合わさって一つの実
践を構成するという点である｡ また,型あるいはタ
イプをどのように組み合わせたら実践をより効果的
なものにすることができるのかという点も重要であ
るが,これについては別の機会に詳しく論じること
にする｡
3.3 異文化理解教育の実践例をめぐって
上で論じたように,異文化理解教育の実践は, § 
3.1の (17)で提案された ｢異文化理解教育の目標
実践順序｣に沿って段階的に行うのが理想的であり, 
-
また効果的であると思われる｡ 異文化理解教育の実
践は,学習指導要領の中に ｢総合的な学習の時間｣
が設けられた平成 14年 4月 1日より前は,主に国
請,社会,理科 ,生活,図画工作などの教科 ,ある
いは道徳や特別活動の時間に行われていた｡以下,
いくつかの一般的な実践例を概観し,簡単にコメン
トを加えた後で理想的な実践試案を提示したい｡ 
3.3.1教科や道徳および総合的な学習の時間
における実践例
教科や総合的な学習の時間における異文化理解教
育の実践例は非常に多く公表されているが,ここで

はその中の代表的なもののごく一部を簡単に紹介す

ることにする｡ 8}
 
(Z3 ()生活科 第 1学年)

単元 :｢おもちゃであそほう｣

小単元の目標 :
 
(1) ｢昔からのおもちゃや外国のおもち
ゃに興味をもちなが ら,楽 しく遊
ぶ｡｣ 
(2) ｢いろいろな材料を使っておもちゃ
を作 り,それを使って楽しく遊ぶ｡｣ 
○	 これは帰国児童教育を生かした教育活動
でもあり,取 り上げた外国のおもちゃは,
帰国児童の在留国であったアメリカ,ス
ペイン,インドネシア等のものである｡ 
(4 (第 1学年)2)図画工作科 
題材名 :｢こくおうになってはたをつくろう｣
題材目標 (教科目標): 
(1) ｢国王になったらどんな旗をつ くり
たいか,自由にデザインし,自分ら
しい旗をつくることができる｡｣ 
(2) ｢自分がつ くった旗を,みんなに知
らせる楽 しさを味わうことができ
る｡｣
題材目標 (国際理解教育目標): 
(1) ｢友だちのなかには,大切にしてい
るものがいろいろあることに気づく
ことができる｡｣ 
(2) ｢いろいろな国の旗を知 り,外国に
興味をもっことができる｡｣ 
○	 国際理解教育の視点としては次のものが
挙げられている｡ 
(1) 他の人の考え,やり方,ものの見
方 ･感じ方を理解 し,尊重しよう
とする心を育てる｡ [人権の尊重] 
(2)	 ものの見方や考え方,生活や行動
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様式の多様性を認め,理解し,人 これを日本だけでなく世界の天気に学
間としてお互いに尊重 し合う｡ 習を広げ,国際理解教育の実践を試み
[異文化理解] ている｡ 具体的には,調べ学習を通し
(3) 外国の文化にも目を向けようとい	 て世界の各地の気候とその気候から生
う気持ちを育てる｡ [異文化理解] まれる生活を理解し,最終的に発表会
(5 (第 2学年) を行う｡2) 国語科 
単元 :｢あいさつのみぶりとことば｣ ○ 異文化に対するアプローチを 3段階に
単元の目標 (異文化理解に関係あるものに限 分け,段階的な指導を計画している｡
定):｢外国のあいさつとそこにどんな気 第 1段階 :身の回りの生活の基本的
持ちがこめられているのかを知る｡｣ な共通基盤としての異文
○	 発展として,外国人講師を招いて実際に 化理解
外国のあいさつにふれる活動を取り入れ 第 2段階 :時間的要因による異文化
ているが,この場合のねらいとして次の 理解
ものが設定されている (異文化理解教育 第3段階 :まったく異なった生活が
に関係あるものに限定)｡ ある外国の文化を理解す
(1)外国人講師と直接ふれ合い,国 る国際理解 
名 ･名前を知り,髪や皮膚の色の (8 (第 4学年)2) 道徳 
違いに気づいたり外国語を闘いた 単元 :｢韓国 ･朝鮮の遊び｣
りする｡ [文化理解 ･人間理解] 単元の目標 : 
(2) 相手の目を見て,しっかりと話が (1) ｢朝鮮の遊びを知り楽しむことがで
聞ける｡ 相手にわかるように話し きる｣ 
たり質問したりする｡ [コミュニ (2) ｢日本の文化が朝鮮の影響を受けて
ケーション能力育成] いることを知る｣ 
(3) 外国のあいさつや身ぶ りを覚え (3) ｢進んで朝鮮の文化について調べよ
る｡ [文化理解] うとすることができる｣ 
(4) 外国のあいさつを実際にやってみ ○ 異文化理解教育の視点として,韓国 ･朝
る｡ [文化理解 ･コミュニケーシ 鮮についての意識および制度としての差
ョン能力育成] 別や偏見を取り除き,正しい朝鮮観を持
(6 (第4学年)	 つようにきちんと指導することが挙げら2) 社会科 
小単元 :｢国際都市東京｣ れている｡ 
′ト単元の目標 : A (第 5学年)() 総合的な学習の時間 
｢東京と世界の国々との経済,文化,人 題材名 :｢ネパールと私たち｣
的交流等を調べ,東京が国際都市である ねらい : 
ことを理解し,世界の国々,人々の生活, (1) ネパールの人々の文化を尊重する｡ 
文化などに関心を高めることができるよ (2) ネパールの生活の現実を理解し,よ
うにする｡｣ りよい未来をめざす人々の努力の様
○	 授業の工夫として,実際に外国人 (アメ 子を知る｡ 
リカ人)を招いて授業に登場してもらい, (3) 私たちとネパールの人々の結びつき
子ども達の質問に答えてもらうとともに を知り,地球上の一員であるという
家族のことやアメリカの食べ物 (主食な 視点を持つ｡ 
ど)や生活などについて話してもらう機 ○ 学習は 5時間の計画で,第 1時は ｢一円
会を持つ｡ 玉募金｣ポスターから国の様子を想像す
(節) 理科 (第 5学年) る,第 2時と第 3時はネパールについて
単元 :｢天気の変化｣ 調べ,ネパールを紹介する新聞を作る,
○	 日本の天気の変化を気温,雲,風など 第 4時は青年海外協力隊の派遣経験者か
の観測や映像情報を活用して調べるこ らネパールについての話を聞く,第 5時
とが理科学習の目標とされているが, は調べたものを発表し合う,という流れ
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になっている｡ 
3.3.2 理想的な実践試案
 
§3.. ..
31と§332では,一般的な実践例をいくつ
か概観した｡それぞれの実践は独自の異文化理解教
育 (元は国際理解教育)の視点に基づき目標が設定
されていることは分かった｡しかしながら,それぞ
れの実践について別の観点から見直すと,大部分の
実践が最終目標までを意識した段階ごとの実践とは
言い難いことが分かる｡ 言い換えれば,理想的な実
践であるためには, §3.1で提案した (17) (下に 
(30) として再録)の ｢異文化理解教育の目標実践
順序｣に沿った,先の段階を見通した実践でなけれ
ばならない｡ 
()( 1) 異文化理解教育の目標実践順序n -(7
第 1段階一文化の知識理解 (異文化/自文化
の知識理解)
第 2段階一相互の文化の容認と尊重
第 3段階一異文化との共存 ･共生
例えば, (23)の ｢おもちゃであそばう｣は,第 
1学年が対象ということもあり,外国のおもちゃに
興味を持たせることを実践目標とするのはよいが, 
1年生で終わらせないで,それを上の学年を意識し
た次のステップへ繋げる配慮が必要であろう｡また, 
(24)の ｢こくおうになって はたをつ くろう｣や 
(25)の ｢あいさつのみぶりとことば｣も,当該学
年を対象としての国際理解教育の視点やねらいはよ
く考えられていると思われるが,これらの実践を,
例えば上記 (30)の第 2段階や第 3段階のような次
のステップに繋げていくという観点が見えない｡ 
(26)の ｢国際都市東京｣も,アメリカ人を招いて,
アメリカのことを直接に聞いたり質問したりする交
流活動は効果的だと思われるが,この実践も (30)
の第 2段階や第 3段階を意識したものにする必要が
あろう｡ (27)の ｢天気の変化｣は,理科学習と異
文化理解 (国際理解)を結びつけたという点ではと
てもよく考えられているが,理科学習という枠に制
限されていることもあり,世界の特徴的な気候に暮
らす人々の生活を知るという (30)の第 1段階に留
まらざるを得ない｡ (28)の ｢韓国 ･朝鮮の遊び｣
と (29)の ｢ネパールと私たち｣は, (30)の最終
段階である ｢異文化との共存 ･共生｣のレベルまで
発展させることのできる実践である思われるが,残
念ながらそこまでは計画されていない｡
では,どのような実践が理想的であろうか｡既に
上述したように,理想的な実践とは (30)の3つの
段階を意識した,つまりそれぞれの段階の繋がりを
幸人
意識した実践と言える｡ (30)の 3つの段階は,レ
ベル,つまり異文化理解の深さの程度を表すと考え
ている｡ 従って,原則的には小学校の低学年では第 
1段階を目指した実践,中学年では第 2段階を目指
した実践,高学年では第 3段階を目指した実践が望
ましいと思われる｡ ここで再度,特に重要な点とし
て確認しておきたいのは,第 1段階の実践といって
も次のステップである第 2段階,そして最終ステッ
プである第 3段階までを想定したものでなければな
らないという点である｡ 以下,これらの点を考慮に
入れて理想的な実践試案の概要を示したい｡
まず,外面的文化要素としては,子ども達の興
味 ･関心を引きつける身近なものということで ｢食
べ物｣を取 り上げる｡9'食べ物の種類としては,ス
パゲティ-の ｢ナポリタン｣と ｢オムライス｣,ま
たはどちらか一方を取 り上げる｡ 場合によっては,
｢テリヤキバーガー｣や ｢カツ井｣,あるいは ｢アン
パン｣や ｢カレーマン｣を追加してもよい｡では何
故,｢ナポリタン｣や ｢オムライス｣かというと,
上記 (30)の第 3段階である ｢異文化との共存 ･共
生｣というレベルの実践を意識しているからである｡
｢ナポリタン｣,｢オムライス｣,｢テリヤキバーガー｣,
｢カツ井｣,｢アンパン｣,｢カレーマン｣は,いずれ
も和風にアレンジされた日本独自の食べ物であり,
外国には類を見ない日本文化そのものなのである｡1)0
子ども達の反応としては,｢ナポリタン｣はイタリ
ア,｢オムライス｣はフランス,｢テリヤキバーガー｣
はアメリカの食べ物で,元々日本の食べ物ではなく,
外国から入ってきたものというのが一般的なところ
であろう｡ ケチャップとパスタの融合,オムレツと
ご飯の融合,ヨーロッパのパンとあんこの融合,中
国の鰻頭とカレーの融合が,まるで異文化同士の融
合のように,｢ナポリタン｣,｢オムライス｣,｢アン
パン｣,｢カレーマン｣という新たな食べ物を生み出
すに至ったという事実は,子ども達に ｢異文化の共
存 ･共生｣について考えさせる絶好の題材であると
言える｡
ここで,学年を低,中,高の 3つに分けて,それ
ぞれの実践目標について簡単に触れておこう｡まず,
低学年を対象とする場合は,｢ナポリタン｣や ｢オ
ムレツ｣などが日本独自の食べ物であるという ｢発
見｣や ｢驚き｣に触発されて,いろいろな国の食べ
物と日本の食べ物を比較することに関心を持ち,そ
れぞれの共通点や相違点に注意を向けるようにさせ
ることが目標となる｡ また,中学年を対象とする場
合は,｢ナポリタン｣や ｢オムレツ｣のように日本
文化の中でアレンジされて生まれたものではなく,
逆に,例えばカリフォルニアロール (アボガド入り
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の巻き寿司)のように日本の食べ物が外国の文化に
取り込まれアレンジされて新しく生まれ変わったも
のもあることに気づかせることが目標となる｡ そし
て,高学年を対象とする場合は,二つの国の食べ物
がお互いに変化してその国の文化に合った新 しい食
べ物として生まれ変わるという事実を基に,現実に
直面するであろう異文化を背景に持つ人々との共
存 ･共生について考えさせることが目標となる｡
この実践の学習の大筋の流れとしては,学年によ
って異なるが,例えば高学年を例に取れば,第 1時
では日本や外国の食べ物についての調べ学習を中心
に行い,第 2時では,みんなで例えばカリフォルニ
アロールを作 り食べる体験学習を行ない,第 3時で
は調べて分かったことやカリフォルニアロールを食
べてみた感想などについて話し合い,みんなの前で
発表するという展開になろう｡ なお,第 1時では,
日本に入ってきた外国の食べ物と日本から外国に入
っていった日本の食べ物を中心に調べることになろ
う｡ また,第 2時では,ナイフとフォークを使った
1)にも ｢｢国際理解｣とは,一言で言えば異文り,お箸を使ったり,手で食べたりする文化独自の 11
化理解であり,人間理解であると言われている｡｣
という記述が見られる｡ 
食事マナーについても学習させたい｡11 
3時では,日本でアレンジされた外国の食べ物と外
'さらに,第 
国でアレンジされた日本の食べ物について,実際に
食べてみた感想も含めてどう思うか話し合わせ,異
なる文化同士が接触する場合にはどうしたらよいの
かについて,つまり文化同士の共存 ･共生とはどう
いうことかについて考える糸口を与えたい｡ 
を見る,(郭自文化と相手文化を同一線上に並べて対
等に見る,という 3つの重点項目を,そして第 3段
階に関しては,仮にではあるが,異文化との共存 ･
共生を表す式を提示した｡
さらに,小学校における代表的な実践例のいくつ
かを概観し,簡単なコメントを加えた｡最後に,輿
文化理解教育の理想的な実践とはどういうものであ
るかについて論じ,理想的な実践試案の概要を示し
た｡今回は,外面的文化要素の観点からの論考であ
ったが,機会を改めて内面的文化要素の観点から異
文化理解教育の理想的な実践について論じたい｡
注 
1)例えば,佐島 ･有田 (編)(1986:15)には
｢｢国際理解｣とは ｢異文化理解｣であり,｢人間
理解｣である｡ このことは小学校 1年から進めて
いかねば,国際人を育てることはできない｡｣と
いう記述が見られる｡ また,三浦 (編)(1994: 
2)この中の国際感覚については,｢国際感覚とは,
自分の住んでいる地域や自分の国だけの文化の価
値観にとらわれないで,国の内外のものごとを極
めて広い視野から見て思考し,判断し,自分の地
域や自分の国を含めて世界において自ら主体的に
生 きていくことのできる資質｣ とされている｡ 
4
｢知識理解｣ とい う表現 は佐藤 ･林 (編)本稿では,国際理解教育の推進には不可欠である 3)
(1998:5)によると考えられる異文化理解教育に関して,まず,異文 ｡
4化理解と国際理解の違いを明確にするために異文化 )外面文化 と内面文化の分類については瀬田 
03(
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131- )を参照｡理解の概念について論 じ,｢異文化の知識理解｣,
｢自文化の知識理解｣,｢相互の文化の容認と尊重｣, hytaehytasy5)" mp 'と"mp
｢異文化との共存 ･共生｣の 4項目を ｢異文化理解 ば,どちらも ｢共感｣とするのが適切であろうと
の中心的概念要素｣として提案した｡ 思われる｡ 従って本稿では,両者を区別するため
続いて,異文化理解教育の実践における視点とし に敢えて英語の表現をそのまま用いることにす
て,目標の設定と目標の実践順序を取 り上げて論じ る｡ 
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文化との共存 ･共生｣ (第 3段階)という 3段階の 次の段階の必要条件とされている｡ 
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知｣のレベルまで引き上げることを,第 2段階に関 ュラルな発想による指導の一例 として,｢家族 
しては,①共通点の他に相違点があるものと考える, (ファミリー)｣を取 り上げ,｢日本,アメリカ,
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1
 )『4
9
 異文化理解 とコミュニケー
ようとするアプローチである｡｣と述べている｡ ション 1- ことばと文化』三修社.
4:63
9
9
1
 , ( )は佐4
2
)
07
- 影浦 攻 (編著) (1
 )『9
9
9
(編 )( さあ,始めよう !楽 しい8)(	)は三浦 
藤 ･林 (編 )(9
1

3
2

英語活動 と国際交流活動』(小学校 ｢総合的), ( )は三浦5
2
1
2
1
-4
1
1
:8
9
 (編 ) 
(同書:1
0 , ( )は三浦6
2
)
01
1
-3
 (編 )(同書 :1
2
1
 な学習の時間｣実践ブック2)啓林館.-

1
加藤幸次 ･浅沼 茂 (編著) ( 9
9
9
 )『,( )は水越 ･田中 (編著)( 5:19
9
1:

9
1
7
2
)
4
11
 ,)5
9
1
-1
 国際理解教育
)は水越 ･田中8
2
( , (2
)
6
1
1
-2
1
 )9
(編著)(同書 
. 
をめざした総合学習』黍明書房.
『国際理解学習 早わか りガイ ド』小学校英語教育 A 
,開隆堂, 1999
l2vo.
は 『国際理解学習 早わか りガイ ド』( 9:33
9
9
1
 -

)からの引用｡ 
9)瀬田 
4
3
 z,to
7:1 )では,小学校における外面2
3
0
02
( tu :reClu
dn 
2

toncep
5
9
1
hho

o
l kuc
ievew
ldyn
itca
Cir

LadC eK n( )
lR f C s aA
K b Aroeer,.
的文化要素として,｢食べ物｣,｢衣服｣,｢住居｣,
ori B k Ntnage oos e,i Vons,
iitn
fe wY k.D｢気候 (人々の生活 との関連)｣,｢学校の様子｣,
9
1
｢遊び｣が提案されている｡	 三浦健治 (編) ( 4
9
)『小学校 国際理解教育の進
め方-新 しい学力観をふ まえて-』教育出)この内容については
料理店'｣(● 2006

01
 JapanC Ioo｢ "ニッポンの
年7月 19日放送 ,NHKハイビジ 版.
9
1
ョン)による｡	 水越敏行 ･田中博之 (編著) ( 5
9
)『新 しい国際理
)影浦ll (編著 )( 9:14
9
9
1
 )では,第 4学年5
4
1
-2
 解教育を創造する』 ミネルヴァ書房.
eorge
小学校英語活動実践の手引』. 
dGi,i Tson,
｢カレーの旅｣か らインドの国を 文部科学省 
Morr err
｢ 1
002
( )『を対象とした
知ろう｣ という単元のインド料理 (野菜のカレ nCona.WayIeA waya A. 
ーとチャパティ)をみんなと協力 して作 り手で食
べるという実践が紹介されている｡ 子 ども達の 
カ`レーを手で食べるのは汚い"という最初の反●
d:ns 
itounres
hka
itx
Bss ow,
iusn

4
B doren
a
(199)Ki ,orS eHa
How toDoB essinS yC , 
AdmsMe Cloiad pO .b krooloi Hon,tra ,MA
' 
応からしても,カレーを手で食べるという体験は,
9
1

Cr
he
T
ical
d kGProc,.
A
Mu .( )" oss
me nS
常に効果的であると思われる｡	 日本ユネスコ国内委員会 (編)( 
04
9
1
 ySulturaClu- Ⅳe,
異文化を知る糸口になるという意味においても非 Vl5N 3o o, ., ..R ievewili locoogca
2
8
)『国際理解教
育の手引き』,東京法令出版.
1
佐島群巳 ･有田和正 (編) ( 6
8
9
 )『｢国際理解を日
4
(

isc 
ioni tnca
hyta
o
ksa
n
lt tnercuuar
hihoc
hta
.
n
y
参考文献	 ざす｣学習と方法｣]教育出版.
R lue
C toncep
Jhd ons,
n∫( 国際理解教育一多文化共生社会
:Smp yadEmp ,"Ba
Benne
sofI lCmmu , 200

,
 
Hi nadS iIwa i(
1)『002
(佐藤郡衛lMito,t hnOverco")8
9
9
1
 migteG den
lo

の学校づ くり』明石書店.
)｢異文化理解のための適用モデル｣瀬田華人 
0
7
2
『岡山大学教育学部研究集録』第 1 号, 1
-1

ine. 
enne
htu ,
∫
Yar,
tonl
Plt ruraⅠ ltnercu
de.by Mi .B tt, 1

ess mo Ma

4
1
2
-1
9

8.
01

7
002
( )｢異文化理解教育で扱うべ き文化A) n
5
9
9
1

要素について｣『岡山大学教育学部研究集録』olt tnercu uarioI dt tnrouc n tol lCmmu-
2

.

4
3
ntern,S
第 1 号, 1

HasH (

9.
3
1
-9
ion,i tcaln NANILTNIDO.
G .(ホフステー ド, 
"nR malHol Ad 999 ,
,
ture
ho
Clu
nd
S")
itr

1

H.
(.
ira
iran
day,
day,

i
i

(訳)『多文化世界 :違いを学び共存-の道を』
Hol Ad R.Ma nHyeadJ
5
9
9
1
 )岩井紀子 ･岩井八郎 nionn
Issue
2
9
9
1
 ) sadOpt si
.rti inversi Ofng xor,T heacgea	 dU yPessLangu
有斐閣.	 多田孝志 ( 7
9
9
1
 )『学校における国際理解教育- グ
ローバルマ イン ドを育てる-』東洋館出版ide
lp
Ap

社.4.
6
2
-7
3
22o.,
0N,i Vl2cs o, .L itgus
T
i
L

1
東京都高等学校国際教育研究協議会 (編) ( )9
9
9
nnKulma
2

ioni tnca
or
o
e
lt tnercu uar
4
002
( )I lCmmu , 
dNwY k.
-10-
『国際理解教育【地球学習 ]』清水書院. 
nld L dege ono,R tou na
